
回答数 9

1 R7
平均

R6
平均

3.3 3.0 0.3 ↑

3.3 3.1 0.2 ↑
情報

発信
3.2 2.9 0.3 ↑

3.3 2.9 0.4 ↑

3.1 2.9 0.2 ↑

3.0 3.0 0.0 →

2.8 2.7 0.1 ↑

3.4 2.8 0.7 ↑

3.1 2.7 0.4 ↑

2.9 2.7 0.2 ↑

3.3 3.3 0.0 →

3.3 3.4 -0.1 ↓

3.2 2.9 0.2 ↑

2 R7
平均

R6
平均

3.6 3.3 0.2 ↑

3.4 3.2 0.2 ↑

3.3 3.0 0.3 ↑

3.2 2.7 0.6 ↑

3.6 3.0 0.6 ↑

3.3 2.8 0.6 ↑

3.0 2.9 0.1 ↑

3.3 3.0 0.3 ↑

2.9 2.4 0.4 ↑

3.2 2.8 0.4 ↑

3.2 2.8 0.4 ↑

3.2 2.9 0.3 ↑

3.6 3.4 0.1 ↑

3.6 3.4 0.1 ↑

3.3 3.2 0.1 ↑

3.1 2.9 0.2 ↑

3.8 3.6 0.2 ↑

3.7 3.4 0.2 ↑

3.2 3.1 0.1 ↑

3.1 3.6 -0.4 ↓

3.4 3.4 0.0 →

3.3 3.1 0.2 ↑

・積極的な生徒指導（ソーシャルスキルトレーニング等）が必要と感じています。
・３年生の見学旅行の返金が進んでいない。物価高のときに返金できるものは、速やかに返金するべきではないか。

記入欄

学校

全般

Ｑ1 本校の教育が生徒の実態に対応し、保護者や地域の方々の期待にこたえるものとなっているか。

Ｑ4
家庭や地域との連携を深め、開かれた学校づくりがなされているか。
（学校通信「黎明」、ホームページ、振興会活動、講演会等地域の人材の活用）

Ｑ5 家庭や地域に情報を発信し、本校の教育活動が伝えられているか。

生徒

指導

Ｑ9
高校生として望ましい生活習慣（服装等）や社会性（協調性や態度等）が身につくよう適切に指導を
行っているか。

Ｑ10 生徒の人間性育成のために、学校内での指導だけでなく、各家庭と連携した生徒指導を行っているか。

行政

一般

Ｑ14 窓口や電話での対応は適切に行われているか。

Ｑ15 証明書等の発行業務について適切に行われているか。

平均

Ｑ11
いじめの防止に向け適切な指導がなされているか。また、いじめの早期発見、早期解決を図るための校
内体制が整備されているか。

進路

指導

Ｑ12 生徒の能力・適性に応じた進路が実現されるような指導を行っているか。

100.0%

教職員・保護者共通事項【そう思う：４　だいたいそう思う：３　あまりそう思わない：２　そう思わない：１】
前年度比
R6-R5

学習

指導

Ｑ7
生徒の実態に対応し基礎的な学力の定着のために指導方法を工夫する等、学習指導を適切に行っている
か。

Ｑ8 生徒の基礎的な学力（知識・技能、思考力・判断力・表現力等）が向上しているか。

Ｑ13 進路指導に際して情報交換等保護者と十分に連携が図れているか。

自己評価事項　　  　　 【そう思う：４　だいたいそう思う：３　あまりそう思わない：２　そう思わない：１】 前年度比
R7-R6

学校

経営

Ｑ16
経営参画意識を持ちつつ学校課題を共有し、生徒の主体性や社会性を育む教育活動の充実を図るため、
一致して学校運営に当たっている。

Ｑ17 研修や評価により、基礎的・基本的な学習内容の確実な定着を図るため、指導力の向上に努めている。

Ｑ18 保護者や関係機関及び地域と教育目標等の共有と積極的な連携により、教育活動を推進しているか。

Ｑ19
特色ある教育課程の編成、学習と評価の一体化を図る観点別学習評価の実施等、カリキュラム・マネジ
メントの視点をもって授業改善、学校改善に努めているか。

Ｑ20
信頼される学校づくりのために、服務規律の保持に努めるとともに、計画的・組織的な危機管理、家
庭・地域への情報発信と教育力の提供を行っているか。

教務

Ｑ21 教育課程の特色について効果的な計画・運用・実施がなされているか。

Ｑ22 学校外の単位認定等、教務内規の特色を活かした指導の工夫がなされているか。

Ｑ23 教科担任との連携に努め、単位修得や履修について、意識の向上に努めているか。

健康診断や通信等で健康を考える機会を提供し、より良い生活習慣を実践しようとする意識の向上が図
られているか。

Ｑ29 交通安全集会や防火防災訓練を軸にして、安全行動に対する意識の向上が図られているか。

Ｑ24 進路に関する資料・情報を効率よく活用し、学年ごとの進路指導の充実が図られているか。

Ｑ25
ハローワーク主催の会議や担当者との連絡を密にして、資料・情報の収集や進路講話の充実が図られて
いるか。

Ｑ26 全教員で統一した見解を持ち、継続的な生活指導がなされているか。

Ｑ27
各関係機関や担任を通じた家庭・職場との連携を通して、学校内外での生活指導の強化が図られている
か。

Ｑ28

会計

Ｑ35 道費の執行について、計画的かつ効率的な執行を常に意識しているか。

Ｑ36 団体会計や学校諸納金の執行について、不適切な事務を起こさない意識が常にできているか。

平均

Ｑ32 日常の情報交換やフリートーク等を通じて、様々な角度からの生徒理解に努めているか。

Ｑ33 生徒一人ひとりの心と身体の健康状態を把握し、きめ細かな相談活動がなされているか。

Ｑ34 各種儀式的行事に関して余裕を持った企画・運営がなされているか。

生徒

指導
Ｑ30 校内清掃を通し、生活環境の大切さを理解させ美化意識の高揚が図られているか。

Ｑ31
こまめに執行部会を開催し、各自の役割と課題の確認を行い、行事の企画・運営を通して連帯感と積極
性の醸成が図られているか。

記入欄
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